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１.

(1)

①

②

(2)

①

②

③

④

(3)

①

②

③

④

(4)

①

②

③

２.

①

②

３.

①

②

要求額 765億円の内数

要求額  30億円の内数

※上記以外に海事産業強化法に基づき認定された事業に係る金融支援（ツーステップローン）に必要な財政融資資金として146億円を計上

※本表における計数は、四捨五入の関係で合計した金額と一致しない場合がある

R8年度
（Ｂ）

対前年度倍率
(Ａ／Ｂ)

（独）鉄道建設・運輸施設整備支援機構（海事勘定） 26,000 23,900 1.09 65,816 61,881 1.06

（３）財政投融資計画総括表 （単位：百万円）

2,328

　　　
財政投融資 自己資金等との合計

R9年度
（Ａ）

R8年度
（Ｂ）

対前年度倍率
(Ａ／Ｂ)

R9年度
（Ａ）

（２）関連事項

合　計 14,447 10,556 1.37

海事行政ＤＸの推進 1,054 200 5.26

国立研究開発法人海上技術安全研究所経費 3,458 2,763 1.25450

837

1,287

＜主要事項＞

その他 4,948 3,367 1.47

-

マラッカ・シンガポール海峡等航行安全対策 20 12 1.71-

旅客船事業者等に対する検査・監査等の適正な執行 546 498 1.10

＜主要事項＞

441

総合的な海上安全対策等の推進 622 565 1.100

造船業における人材の確保・育成 441 15 29.99

-

船員の確保・育成体制の強化 89 84 1.06-

独立行政法人海技教育機構経費 7,577 6,270 1.21

海事人材の確保・育成 8,193 6,422 1.28441

浮体式洋上風力発電施設の導入拡大等に向けた環境整備 35 9 3.74

水素、アンモニアの円滑な海上輸送等に係る環境整備 10 - 皆増10

-

21

内航カーボンニュートラルの実現に向けた環境整備 35 24 1.43-

ＧＨＧ削減等に向けた国際戦略の推進 21 9 2.27

90

海事分野におけるＧＸの推進 101 43 2.3531

自動運航船の普及に向けた制度整備 90 38 2.38

特定船舶の導入に必要な資金融資に対する利子補給 120 - 皆増120

内航海運の船団の輸送力向上に向けた支援 61 21 2.87

海事産業の連携による内航変革のための技術開発・実証事業 77 86 0.9077

61

80

※上記に加えて、日本成長戦略の17の戦略分野である「造船」分野の官民投資の促進のために必要な経費については事項要求

海運の競争力強化・生産性向上 363 159 2.28348

修繕体制強化に向けた海外拠点活用等に関するフィージビリティ調査事業 80 - 皆増

造船分野の国際連携に向けた調査事業 140 - 皆増140

我が国造船業の再生 220 - 皆増220

造船業や海運業を中核とする海事産業群の強靱化 8,877 6,624 1.341,041

＜主要事項＞

うち「強く豊かな
日本」投資枠

（１）行政経費及び独立行政法人経費 （単位：百万円）

区　　　　　分
R9年度 R8年度 対前年度

○　離島航路の確保維持による地域の活性化（地域公共交通確保維持改善事業等）

○　モーダルシフト等の強力な促進（物流効率化集中促進事業）

（Ａ） （Ｂ） （Ａ／Ｂ）

要求額 予算額 倍　率

令和９年度海事局予算概算要求総括表

資金内訳

区 分
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（１）我が国造船業の再生
要求額２.２億円+事項要求（皆増）

ＡＩを活用した次世代型ロボットの研究開発
○研究開発とSociety5.0との橋渡しプログラム(BRIDGE) 

341億円の内数（令和７年度補正）

デジタル技術を用いた高性能次世代船舶
開発技術の構築

〇経済安全保障重要技術育成プログラム

（K Program）
120億円の内数(令和７年度～５年間)

○ 造船業は、我が国の貿易量のほぼ全てを担う海上輸送に不可欠な船舶を
安定的に供給し、国民生活や経済活動を支える経済安全保障上重要な産業
であり、日本成長戦略（令和8年7月21日閣議決定）の17の戦略分野の１
つとしても位置づけられている。
→ 「日本の船は日本で造る」べく、船舶建造体制の強靱化、安定的な造

船需要の確保等に取り組むことが必要。

①次世代船舶（造船業再生基金）

→2035年までに1,800万総トンの船舶建造能力を確保するため、造船所
の建造能力を向上する生産設備の整備等を実施。

②船舶修繕

→修繕能力の向上に向けたドック、クレーン等の機能拡充・高度化や、
ＡＩ・ロボット等の活用による自動化・省人化等の推進。

③LNG運搬船

→関係省庁と連携し、2035年以降に年３～５
隻のLNG運搬船を建造可能な安定的供給体
制の構築に向け、同志国が有する建造ノウ
ハウ等の戦略的な組み合わせによる供給体
制の確保等に必要な措置を実施。

（自動溶接ロボット）

（浮ドック） （軸抜き）

（LNG運搬船）

※日本成長戦略の17の戦略分野である「造船」分野の官民投資の促進のために必要
な経費については「事項要求」を行い、予算編成過程で検討する。

（メガブロック対応クレーン）
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（自動運航船）

○ 我が国の経済安全保障を支える造船、海運の競争力強化を図るととも
に、海難事故の減少、船員労働環境改善等も期待される自動運航船の次世
代船舶の建造需要を取り込んでいくことが必要。

→ 自動運航船の2030年頃までの商用運航の実現に向けた制度整備。

（２）海運の競争力強化・生産性向上
要求額３.６億円（前年度当初比２.３倍）

○ 内航海運は、国内貨物輸送の約４割を担う我が国の国民生活と経済活
動を支えるライフラインである一方、内航海運事業者の99.7％は中小企
業のため荷主よりも立場が弱い。

→ 内航海運における運賃・用船料等算出の「標準的な考え方」や、
ガイドラインの周知徹底による内航海運の取引環境の改善。

→ オペレーター主導の下、複数の内航船オーナー等と連携し、船団全
体の輸送力向上に向けた取組の推進。

（内航海運業界の構造）（国内貨物輸送のシェア）
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○ 2023年7月、国際海事機関（IMO）において、「2050年頃までに国
際海運からの温室効果ガスの排出ゼロ」との新たな国際目標に合意。

→ IMOにおける国際的枠組みやルール策定を我が国が強力にリードし
つつ、水素燃料船、アンモニア燃料船等のゼロエミッション船の普及
を促進。

（３）海事分野におけるＧＸの推進
要求額 １億円（前年度当初比２.４倍）

ゼロエミッション船等の建造に必要となる
エンジン、燃料タンク、燃料供給システム等
の生産設備やこれらの舶用機器等を船舶に搭
載するための設備等の整備・増強

300億円 (令和７年度当初～５年間) 

600億円 (令和６年度当初～５年間) 

ゼロエミッション船等の開発・実証

〇グリーンイノベーション基金事業

408.8億円 (令和３年度～10年間)   

・アンモニア燃料船
＜内航タグボート＞

2024年8月より実証運航開始
2024年12月に商業運航開始

＜外航大型船＞
2026年より実証運航開始
2028年までに商業運航実現

・水素燃料船
2028年より実証運航開始
2030年以降に商業運航実現

水素・アンモニア
燃料エンジン

燃料タンク・
燃料供給システム

ゼロエミッション船

ゼロエミッション船等の建造促進

〇GX経済移行債を活用した支援

150億円 (令和７年度補正～５年間) 

ゼロエミッション船等の導入支援

〇GX経済移行債を活用した支援
151億円 (令和８年度当初～５年間) 
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○ 海上輸送に求められる役割が増大する一方で、近年、船員の有効求人
倍率が高まるなど、海運や造船の担い手となる人材の確保は大変厳しい
状況。

→ 2025年４月の船員法改正等を踏まえ、海技人材の養成ルートの強化、
海技人材確保の間口の拡充等の対策を総合的に実施。

→ 造船人材の確保・育成に向けた教育体制等の整備を進めるとともに、
技能者のリ・スキリング、外国人材の適正な受入れ等を推進。

造船業の従事者数の減少船員の有効求人倍率の高まり

（４）海事人材の確保・育成
要求額８１.９億円（前年度当初比１.３倍）

〇 「（独）海技教育機構」(JMETS)は、船員の確保・育成を目的として
全国に８つの学校施設を持ち、座学教育及び乗船実習を効果的・効率的
に実施する我が国の基幹的な船員養成機関。

→ 学生の生活環境の向上や質の高い教育訓練の実現に向け、大型練習
船の大規模修繕や老朽化した学校施設の修繕等を実施。

船員

自動車運転者

陸上全体
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○ 海事行政DXの推進 要求額 １１億円

関連予算

海事産業の安全性向上及び業務効率化による生産性向上を実現するため、
海事行政DXを推進。行政手続きのデジタル化（船員手帳などの申請及び処
理手続をデジタル完結）、情報の一体管理（事業者や船舶などのデータ連携）
などに必要なシステム整備等を実施。

○ 国立研究開発法人海上技術安全研究所経費 要求額 ３５億円

海事分野の研究機関である海上技術安
全研究所において、海上輸送の安全確保、
環境負荷低減、海洋開発の推進及び海上
輸送を支える基盤的技術開発等を実施。

【海上技術安全研究所】

○ 離島航路の確保維持による地域の活性化
（地域公共交通確保維持改善事業等） 要求額 ７６５億円の内数

離島航路は、離島に暮らす住民にとって、日常生活における移動や生活必
需品等の輸送のために不可欠な交通手段。唯一かつ赤字の航路について、
運営費補助、住民運賃割引補助等により航路の確保・維持を図る。
また、有人国境離島法の改正や、経済財政運営と改革の基本方針2026を
踏まえ、特定有人国境離島地域等に係る船舶の建造を新たに支援。

【離島航路に就航する船舶の例】
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関
す

る
技

術
的

成
立

性
の

確
認

な
ど

を
想

定
。

事
業

内
容

②
日
米
両
国
の
建
造
能
力
拡
大

M
O
C（
協
力
分
野
）

①
造
船
協
力
、海
事
産
業
発
展
に
関
す
る
会
議
体
の
設
置

⑤
日
米
両
国
の
造
船
人
材
育
成
の
た
め
の
教
育
・研
修
の
強
化

④
市
場
経
済
の
た
め
の
船
舶
需
要
明
確
化
（
特
に
経
済
安
全
保
障
上
重
要
な
公
船
、商
船
）

⑥
技
術
革
新

③
米
国
海
事
産
業
基
盤
へ
の
投
資
の
促
進
（
投
資
機
会
の
特
定
）

日
米

造
船

業
の

互
恵

的
な

発
展

13



②
修
繕
体
制
強
化
に
向
け
た
海
外
拠
点
活
用
等
に
関
す
る

フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ
テ
ィ
調
査
事
業

令
和

９
年

度
要

求
額

：
８

０
百

万
円

（
新

規
）

背
景

・
課

題

事
業

内
容

効
果

特
定

国
へ

の
修

繕
依

存
の

解
消

我
が

国
は

四
面

を
海

に
囲

ま
れ

、
外

航
海

運
を

通
じ

た
海

上
輸

送
が

国
民

生
活

・
経

済
・
安

全
保

障
を

支
え

る
基

盤
と

な
っ

て
い

る
。

そ
の

中
で

、
船

舶
の

新
造

の
み

な
ら

ず
、

定
期

的
に

不
可

欠
な

修
繕

を
安

定
的

に
実

施
で

き
る

体
制

の
確

保
は

、
海

上
輸

送
の

持
続

性
を

確
保

す
る

上
で

重
要

な
要

素
で

あ
る

。

我
が

国
に

は
一

定
の

修
繕

能
力

が
存

在
す

る
も

の
の

、
ド

ッ
ク

数
や

修
繕

可
能

規
模

の
制

約
等

か
ら

、
外

航
船

の
修

繕
の

大
半

は
海

外
拠

点
で

実
施

さ
れ

て
い

る
。

特
に

近
年

は
、

特
定

の
国

・
地

域
に

修
繕

が
集

中
す

る
傾

向
が

指
摘

さ
れ

て
お

り
、

有
事

や
国

際
情

勢
の

変
化

に
よ

り
修

繕
機

会
が

制
約

さ
れ

る
リ

ス
ク

が
顕

在
化

し
て

い
る

。

今
後

は
、

国
内

修
繕

体
制

を
基

軸
と

し
つ

つ
、

海
外

修
繕

拠
点

を
い

か
に

補
完

的
に

位
置

付
け

る
か

、
ま

た
そ

の
際

に
日

本
企

業
が

ど
の

よ
う

に
関

与
し

得
る

か
に

つ
い

て
、

よ
り

踏
み

込
ん

だ
検

討
が

必
要

で
あ

る
。

本
事

業
は

、
国

内
修

繕
体

制
の

最
大

限
の

活
用

を
前

提
と

し
つ

つ
、

こ
れ

を
補

完
す

る
形

で
海

外
修

繕
拠

点
を

活
用

す
る

た
め

の
具

体
的

な
選

択
肢

を
整

理
す

る
と

と
も

に
、

日
本

企
業

が
有

す
る

技
術

・
ノ

ウ
ハ

ウ
を

活
か

し
、

修
繕

能
力

、
立

地
条

件
、

地
政

学
的

リ
ス

ク
等

を
総

合
的

に
勘

案
し

な
が

ら
、

海
外

修
繕

分
野

へ
の

参
画

可
能

性
に

つ
い

て
検

討
を

行
い

、
そ

の
実

現
可

能
性

（
フ

ィ
ー

ジ
ビ

リ
テ

ィ
）
を

評
価

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

以
下

を
実

施
す

る
。

①
海

外
修

繕
拠

点
候

補
の

修
繕

能
力

、
立

地
条

件
、

法
制

度
、

地
政

学
的

リ
ス

ク
等

の
観

点
か

ら
調

査
・
整

理
す

る
。

②
日

本
企

業
の

技
術

・
ノ

ウ
ハ

ウ
を

踏
ま

え
、

海
外

修
繕

分
野

へ
の

参
画

形
態

や
課

題
に

つ
い

て
整

理
・
分

析
す

る
。

③
上

記
調

査
結

果
を

踏
ま

え
、

補
完

的
海

外
修

繕
拠

点
活

用
に

係
る

実
現

可
能

性
（
フ

ィ
ー

ジ
ビ

リ
テ

ィ
）
を

総
合

的
に

評
価

す
る

。

修
繕

体
制

の
強

化

14



（
２
）
海
運
の
競
争
力
強
化
・
生
産
性
向
上

15



①
海
事
産
業
の
連
携
に
よ
る
内
航
変
革
の
た
め
の
技
術
開
発
・
実
証
事
業

令
和

９
年

度
要

求
額

：
７

７
百

万
円

（
令

和
８

年
度

予
算

額
：
８

６
百

万
円

）

背
景

・
課

題

事
業

内
容

効
果

○
内

航
海

運
は

、
デ

ジ
タ

ル
ト

ラ
ン

ス
フ

ォ
ー

メ
ー

シ
ョ

ン
（
D

X
）
や

グ
リ

ー
ン

ト
ラ

ン
ス

フ
ォ

ー
メ

ー
シ

ョ
ン

（
G

X
）
と

い
っ

た
社

会
変

容
や

船
員

不

足
と

い
っ

た
課

題
に

対
応

し
、

物
流

革
新

等
の

新
た

な
社

会
ニ

ー
ズ

に
貢

献
し

て
い

く
こ

と
が

必
要

。

○
技

術
開

発
を

通
じ

て
、

今
後

の
社

会
変

容
に

柔
軟

に
対

応
で

き
る

「
強

い
内

航
海

運
」
へ

の
変

革
が

不
可

欠
。

○
「
強

い
内

航
海

運
」
の

実
現

に
向

け
た

技
術

開
発

・
実

証
事

業
を

支
援

→
内

航
の

諸
課

題
を

解
決

し
、

物
流

革
新

等
の

社
会

ニ
ー

ズ
に

貢
献

で
き

る
技

術
開

発
及

び
実

証
に

要
す

る
費

用
を

補
助

（
１

／
２

以
内

）

補
助

対
象

補
助

対
象

の
事

業
例

船
員

の
労

務
負

荷
低

減
等

の
物

流
D

X
に

関
す

る
技

術
開

発

【
係

船
・
投

錨
時

の
ウ

イ
ン

チ
作

業
】

（
機

側
で

油
圧

機
器

を
人

が
操

作
）

（
電

動
化

・
遠

隔
で

の
操

作
）

【
着

桟
・
係

船
作

業
】

（
目

視
に

よ
る

距
離

計
測

）

（
岸

壁
と

船
舶

の
距

離
を

計
測

す
る

装
置

）

【
荷

役
作

業
】

（
遠

隔
で

の
操

作
・
監

視
）

（
機

側
で

機
器

を
人

が
操

作
）

・
内

航
海

運
の

生
産

性
向

上
・

船
員

の
働

き
方

改
革

の
推

進
・

海
事

産
業

の
競

争
力

強
化
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○
内

航
海

運
は

、
国

民
生

活
や

経
済

活
動

を
支

え
る

必
要

不
可

欠
な

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

。

○
近

年
の

船
員

不
足

の
深

刻
化

に
加

え
、

今
後

も
若

年
労

働
力

人
口

の
減

少
が

見
込

ま
れ

る
中

、
内

航
海

運
に

お
け

る
安

定
的

な
海

上
輸

送
を

確
保

す
る

た
め

に
は

、
担

い
手

確
保

と
並

行
し

て
、

船
団

全
体

で
の

配
船

の
効

率
化

を
推

進
し

、
限

ら
れ

た
船

員
・
船

舶
に

よ
る

輸
送

力
の

最
大

化
を

図
る

こ
と

が
不

可
欠

。

○
令

和
８

年
７

月
に

閣
議

決
定

さ
れ

た
「
日

本
成

長
戦

略
」
、

「
経

済
財

政
運

営
と

改
革

の
基

本
方

針
2
0
2
6
」
等

も
踏

ま
え

て
、

内
航

海
運

に
お

け
る

ソ
フ

ト
・
ハ

ー
ド

両
面

か
ら

の
輸

送
力

向
上

を
促

進
す

る
必

要
が

あ
る

。

②
内
航
海
運
の
船
団
の
輸
送
力
向
上
に
向
け
た
支
援

令
和

９
年

度
要

求
額

：
６

１
百

万
円

（
令

和
８

年
度

予
算

額
：
２

１
百

万
円

）

背
景

・
課

題

事
業

内
容

効
果

○
オ

ペ
レ

ー
タ

ー
が

主
導

と
な

り
、

複
数

の
内

航
船

オ
ー

ナ
ー

等
と

連
携

し
、

船
団

全
体

の
輸

送
力

向
上

を
図

る
取

組
に

対
し

て
支

援
を

行
う

。

内
航

海
運

に
お

け
る

輸
送

力
の

向
上

、
内

航
海

運
に

お
け

る
安

定
・
効

率
輸

送
の

実
現

補
助

対
象

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
を

活
用

し
た

操
船

訓
練

課
題

■
船

員
の

技
能

・
経

験
の

差
に

よ
る

配
船

制
約

■
配

船
業

務
の

属
人

化
・
非

効
率

等

配
船

計
画

立
案

シ
ス

テ
ム

配
船

の
効

率
化

に
資

す
る

船
員

育
成

の
実

施
や

シ
ス

テ
ム

の
導

入
な

ど
、

取
組

効
果

が
船

団
全

体
に

波
及

し
や

す
い

取
組

を
支

援
C
社

B
社

A
社

(低
)

(中
)

(高
)

ス
キ
ル

○
○

○
α
航
路

×
○

○
β
航
路

×
×

○
γ
航
路

A
社

B
社

C
社

船
団
を

主
導
す
る
オ
ペ

オ
ー
ナ
ー 船
員

の
技

能
・
能

力
の

差
に

よ
り

柔
軟

な
配

船
が

困
難

例
）

○
：
航

行
可

×
：
航

行
不

可
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令
和

３
年

８
月

に
施

行
さ

れ
た

海
事

産
業

強
化

法
に

基
づ

き
、

海
運

事
業

者
等

と
造

船
事

業
者

が
共

同
で

作
成

す
る

特
定

船
舶

（
環

境
負

荷
低

減
、

安
全

、
省

力
化

の
要

件
を

満
た

す
船

舶
）
の

導
入

計
画

を
認

定
・
支

援
す

る
施

策
を

実
施

。

し
か

し
な

が
ら

、
特

定
船

舶
の

建
造

に
は

極
め

て
大

き
な

資
金

が
必

要
と

な
る

た
め

、
資

金
供

給
上

の
制

約
が

導
入

の
ボ

ト
ル

ネ
ッ

ク
と

な
っ

て
お

り
、

特
に

建
造

期
間

中
か

ら
導

入
初

期
に

か
け

て
の

資
金

調
達

負
担

が
大

き
く
な

っ
て

い
る

。
加

え
て

、
令

和
７

年
１

２
月

に
公

表
さ

れ
た

造
船

業
再

生
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
に

お
い

て
は

、
20

35
年

に
年

間
建

造
量

を
倍

増
す

る
目

標
を

掲
げ

て
お

り
、

そ
の

前
提

と
し

て
、

特
定

船
舶

を
は

じ
め

と
す

る
高

品
質

な
船

舶
の

安
定

的
な

発
注

の
確

保
が

不
可

欠
で

あ
る

。

③
特
定
船
舶
の
導
入
に
必
要
な
資
金
融
資
に
対
す
る
利
子
補
給

令
和

９
年

度
要

求
額

：
１

２
０

百
万

円
（
新

規
）

特
定

船
舶

導
入

計
画

に
基

づ
き

行
う

事
業

に
つ

い
て

、
指

定
金

融
機

関
よ

り
ツ

ー
ス

テ
ッ

プ
ロ

ー
ン

（
TS

L）
又

は
民

間
融

資
を

受
け

た
事

業
者

に
対

し
、

そ
の

利
子

の
一

部
の

補
給

を
実

施

・
特

定
船

舶
の

導
入

の
加

速
化

・
海

事
産

業
の

国
際

競
争

力
強

化

背
景

・
課

題

事
業

内
容

効
果

国
日

本
政

策
金

融
公

庫
指

定
金

融
機

関
認

定
事

業
者

TS
L

予
算

措
置

利
子

補
給

民
間

融
資

事
業

ス
キ

ー
ム

「
環

境
」
：
省

エ
ネ

性
能

に
優

れ
た

船
型

や
大

気
汚

染
の

防
止

に
資

す
る

装
置

「
安

全
」
：
航

行
の

安
全

に
資

す
る

装
置

（
航

行
支

援
装

置
な

ど
）

「
省

力
化

」
：
荷

役
作

業
等

の
省

力
化

に
資

す
る

装
置
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④
自
動
運
航
船
の
普
及
に
向
け
た
制
度
整
備

令
和

９
年

度
要

求
額

：
９

０
百

万
円

（
令

和
８

年
度

予
算

額
：
３

８
百

万
円

）

背
景

・
課

題

事
業

内
容

効
果

自
動

運
航

船
の

実
用

化
に

向
け

、
我

が
国

を
含

め
各

国
に

お
い

て
技

術
開

発
が

進
展

。

我
が

国
は

、
自

動
運

航
船

の
2
0
3
0
年

頃
ま

で
の

本
格

的
な

商
用

運
航

の
実

現
を

目
指

し
、

2
0
2
4
年

6
月

よ
り

「
自

動
運

航
船

検
討

会
」
に

お
い

て
国

内
制

度
整

備
に

向
け

た
検

討
を

開
始

し
、

国
際

海
事

機
関

（
IM

O
）
に

お
け

る
国

際
ル

ー
ル

策
定

作
業

を
主

導
。

自
動

運
航

船
の

普
及

に
向

け
、

国
内

に
お

け
る

検
査

・
認

証
を

実
施

す
る

た
め

の
指

針

の
構

築
、

船
員

等
の

果
た

す
べ

き
役

割
の

検
討

、
衝

突
事

故
時

等
の

責
任

や
補

償
関

係
の

明
確

化
が

急
務

。

自
動
離
着
桟
機
能

自
動
操
船
機
能 遠
隔
操
船
機
能

自
動

運
航

船
の

普
及

を
見

据
え

、
以

下
の

内
容

を
実

施
。

洋
上

試
験

に
よ

り
、

検
査

・
認

証
を

実
施

す
る

た
め

の
指

針
(リ

ス
ク

ア
セ

ス
メ

ン
ト

の
ひ

な

形
及

び
試

験
方

法
)を

策
定

労
働

負
荷

軽
減

を
考

慮
し

た
船

員
と

陸
上

要
員

の
配

置
要

件
を

検
証

し
た

上
で

、
教

育

訓
練

の
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
策

定

自
動

化
レ

ベ
ル

に
応

じ
た

責
任

・
補

償
関

係
を

明
確

化
し

た
上

で
、

責
任

・
補

償
関

係
の

条
約

改
正

案
ド

ラ
フ

ト
を

策
定

自
動

運
航

船
の

イ
メ

ー
ジ

・
海

難
事

故
の

減
少

・
船

員
の

労
働

環
境

改
善

・
海

事
産

業
の

国
際

競
争

力
強

化
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（
３
）
海
事
分
野
に
お
け
る
Ｇ
Ｘ
の
推
進

20



①
Ｇ
Ｈ
Ｇ
削
減
等
に
向
け
た
国
際
戦
略
の
推
進

令
和

９
年

度
要

求
額

：
２

１
百

万
円

（
令

和
８

年
度

予
算

額
：

９
百

万
円

）

背
景

・
課

題

事
業

内
容

効
果

国
際

海
事

機
関

（
IM

O
）
で

は
、

国
際

海
運

に
お

け
る

大
気

汚
染

の
防

止
・

海
洋

環
境

の
保

全
の

た
め

の
国

際
ル

ー
ル

を
策

定
し

て
い

る
。

特
に

、
国

際
海

運
か

ら
の

温
室

効
果

ガ
ス

削
減

対
策

に
関

し
て

は
、

2
0
2
3

年
に

合
意

さ
れ

た
「
20

5
0
年

頃
ま

で
の

温
室

効
果

ガ
ス

（
G

H
G

）
排

出
ゼ

ロ
」
等

の
目

標
達

成
の

た
め

の
新

た
な

国
際

ル
ー

ル
の

策
定

に
向

け
た

議
論

が
行

わ
れ

て
い

る
。

現
在
議
論
中
の
G
H
G
排
出
削
減
の
た
め
の

新
た
な
国
際
ル
ー
ル
（
イ
メ
ー
ジ
）

・
国

際
海

運
か

ら
の

G
H

G
削

減
な

ど
に

よ
る

大
気

汚
染

の
防

止
・
海

洋
環

境
の

保
全

の
実

現
・
ゼ

ロ
エ

ミ
ッ

シ
ョ

ン
船

の
普

及

我
が

国
は

、
世

界
有

数
の

造
船

・
海

運
大

国
と

し
て

、
国

際
海

運
の

環
境

対
策

へ
貢

献
す

る
と

と
も

に
、

我
が

国
海

事
産

業
の

国
際

競
争

力
強

化
を

図
る

べ
く
、

今
般

の
議

論
を

引
き

続
き

リ
ー

ド
す

る
必

要
が

あ
る

。

「
2
0
5
0
年

頃
ま

で
の

温
室

効
果

ガ
ス

（
G

H
G

）
排

出
ゼ

ロ
」
等

の
目

標

達
成

の
た

め
の

国
際

ル
ー

ル
の

早
期

策
定

に
向

け
た

検
討

を
行

う
。

IM
O

に
お

け
る

国
際

会
議

等
に

出
席

し
、

G
H

G
排

出
削

減
の

た
め

の

新
た

な
国

際
ル

ー
ル

に
関

す
る

議
論

を
主

導
す

る
。

国
際
海
運
に
係
る
環
境

対
策
の
策
定
を
主
導
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②
内
航
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
た
環
境
整
備

令
和

９
年

度
要

求
額

：
３

５
百

万
円

（
令

和
８

年
度

予
算

額
：
２

４
百

万
円

）

背
景

・
課

題

事
業

内
容

効
果

内
航

カ
ー

ボ
ン

ニ
ュ

ー
ト

ラ
ル

の
実

現
に

向
け

た
有

力
な

選
択

肢
が

バ
イ

オ
燃

料
で

あ
る

も
の

の
、

重
油

を
代

替
で

き
る

供
給

量
の

確
保

が
最

大
の

課
題

。
そ

の
た

め
、

従
来

の
バ

イ
オ

燃
料

に
対

し
て

、
十

分
な

供
給

量
が

見
込

ま
れ

る
バ

イ
オ

由
来

の
ア

ル
コ

ー
ル

系
燃

料
（
エ

タ
ノ

ー
ル

等
）
を

組
み

合
わ

せ
る

こ
と

に
よ

り
、

脱
炭

素
に

資
す

る
代

替
舶

用
燃

料
の

安
定

的
な

確
保

を
可

能
と

す
る

。

●
混

合
燃

料
の

比
率

に
よ

る
技

術
的

な
差

異
の

確
認

（
１

）
重

油
、

F
A

M
E
、

バ
イ

オ
由

来
の

ア
ル

コ
ー

ル
系

燃
料

（
エ

タ
ノ

ー
ル

、
メ

タ
ノ

ー
ル

）
か

ら

混
合

燃
料

を
作

成
、

性
状

確
認

（
物

性
測

定
、

界
面

安
定

性
、

等
）
や

、
陸

上
で

の

燃
焼

試
験

等
に

よ
る

技
術

的
な

確
認

を
行

う
。

（
２

）
実

施
可

能
な

混
合

燃
料

を
用

い
て

、
実

船
で

の
実

証
試

験
を

実
施

す
る

。

●
混

合
燃

料
の

安
全

要
件

の
確

認

（
１

）
ア

ル
コ

ー
ル

系
燃

料
を

用
い

た
混

合
燃

料
と

な
る

た
め

、
性

状
に

よ
っ

て
は

低
引

火
性

燃
料

に
該

当
す

る
可

能
性

も
あ

る
こ

と
か

ら
、

性
状

に
応

じ
て

IG
F
コ

ー
ド

※
に

準
拠

し
た

安
全

要
件

を
検

討
す

る
。

※
引

火
点

が
6
0
度

以
下

の
燃

料
を

使
用

す
る

船
舶

の
構

造
、

設
備

等
に

関
す

る
国

際
基

準

●
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
へ

の
反

映

（
１

）
上

記
確

認
結

果
を

、
船

舶
に

お
け

る
代

替
燃

料
取

扱
い

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

へ
反

映
す

る
。

・
バ

イ
オ

燃
料

の
供

給
安

定
性

の
向

上
・
安

全
な

供
給

方
法

の
確

立

極
性

が
異

な
る

た
め

、
混

合
し

な
い

＜
バ

イ
オ

エ
タ

ノ
ー

ル
と

重
油

の
混

合
＞

F
A

M
E
の

両
極

性
に

よ
り

混
合

が
期

待

重
油

エ
タ
ノ
ー
ル

メ
タ
ノ
ー
ル
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③
水
素
、
ア
ン
モ
ニ
ア
の
円
滑
な
海
上
輸
送
等
に
係
る
環
境
整
備

事
業

内
容

○
圧

縮
水

素
、

ア
ン

モ
ニ

ア
、

水
素

と
ト

ル
エ

ン
の

化
合

物
（
M

C
H

）
そ

れ
ぞ

れ
に

つ
い

て
、

船
舶

に
よ

り
大

量
輸

送
す

る
際

の
安

全
基

準
策

定
に

必
要

な
リ

ス
ク

評
価

等
の

調
査

を
行

う
。

背
景

・
課

題

○
カ

ー
ボ

ン
ニ

ュ
ー

ト
ラ

ル
に

向
け

た
キ

ー
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
で

あ
る

水
素

は
、

G
X
推

進
及

び
エ

ネ
ル

ギ
ー

安
全

保
障

の
両

面
か

ら
強

い
期

待
が

あ
る

ほ
か

、
我

が
国

と
し

て
水

素
サ

プ
ラ

イ
チ

ェ
ー

ン
を

早
期

に
構

築
で

き
れ

ば
、

海
外

市
場

へ
の

展
開

に
よ

る
我

が
国

産
業

の
競

争
力

強
化

を
図

る
好

機
に

も
な

る
。

ま
た

、
ア

ン
モ

ニ
ア

も
脱

炭
素

社
会

の
実

現
に

向
け

た
新

た
な

エ
ネ

ル
ギ

ー
と

し
て

期
待

さ
れ

て
い

る
。

〇
水

素
や

ア
ン

モ
ニ

ア
の

供
給

コ
ス

ト
を

化
石

燃
料

と
同

等
程

度
ま

で
下

げ
る

た
め

に
は

、
大

量
輸

送
が

可
能

な
船

舶
に

よ
る

水
素

等
の

効
率

的
な

輸
送

手
段

を
早

急
に

確
立

す
る

必
要

が
あ

る
。

効
果

・
水

素
等

の
安

全
な

大
量

輸
送

方
法

の
確

立
・
サ

プ
ラ

イ
チ

ェ
ー

ン
の

早
期

構
築

・
国

際
競

争
力

の
強

化

海
上

の
水

素
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
（
イ

メ
ー

ジ
）

圧
縮

水
素

運
搬

船
（
海

上
の

水
素

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

）
を

用
い

た
水

素
の

大
量

輸
送

時
の

リ
ス

ク
評

価
の

実
施

、
安

全
基

準
案

策
定

1
．

圧
縮

水
素

の
輸

送
に

係
る

安
全

基
準

策
定

の
た

め
の

調
査

大
量

の
ア

ン
モ

ニ
ア

の
船

舶
間

荷
役

時
の

漏
洩

等
の

危
険

性
に

つ
い

て
リ

ス
ク

評
価

を
実

施

メ
チ

ル
シ

ク
ロ

ヘ
キ

サ
ン

（
M

C
H

）
※

の
大

量
輸

送
に

お
け

る
漏

洩
時

の
リ

ス
ク

評
価

を
実

施

2
．

ア
ン

モ
ニ

ア
の

船
舶

間
荷

役
に

係
る

安
全

基
準

策
定

の
た

め
の

調
査

3
．

メ
チ

ル
シ

ク
ロ

ヘ
キ

サ
ン

の
輸

送
に

係
る

安
全

基
準

の
策

定
の

た
め

の
調

査

M
C

H
に

よ
る

水
素

輸
送

（
イ

メ
ー

ジ
）

船
舶

間
の

ア
ン

モ
ニ

ア
荷

役
（
イ

メ
ー

ジ
）

水
素

水
素

M
C

H

ト
ル

エ
ン

反
応

取
り

出
し

※
常

温
・
常

圧
に

お
い

て
液

体
の

た
め

運
搬

し
や

す
く
、

水
素

キ
ャ

リ
ア

の
一

つ
と

し
て

期
待

が
高

い

海
上

輸
送

令
和

９
年

度
要

求
額

：
１

０
百

万
円

（
令

和
７

年
度

補
正

予
算

額
：
９

百
万

円
）

出
典

：
(株

)商
船

三
井

H
P

出
典

：
商

船
三

井
テ

ク
ノ

ト
レ

ー
ド

(株
)H

P

令
和

７
年

度
末

と
り

ま
と

め
令

和
８

年
度

末
と

り
ま

と
め

予
定

令
和

９
年

度
末

と
り

ま
と

め
予

定
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④
浮
体
式
洋
上
風
力
発
電
施
設
の
導
入
拡
大
等
に
向
け
た
環
境
整
備

令
和

９
年

度
要

求
額

：
３

５
百

万
円

（
令

和
８

年
度

予
算

額
：

９
百

万
円

）

背
景

・
課

題

事
業

内
容

効
果

○
浮

体
式

洋
上

風
力

の
導

入
拡

大
に

向
け

、
技

術
開

発
が

進
展

し
て

い
る

中
、

国
際

標
準

で
あ

る
IE

C
（
In

te
rn

at
io

n
al

 E
le

c
tr

o
te

c
h
n
ic

al
 

C
o
m

m
is

si
o
n
）
規

格
の

改
訂

が
行

わ
れ

た
。

新
た

に
追

加
さ

れ
た

要
件

の
一

部
（
最

大
耐

荷
重

の
設

定
等

）
に

は
具

体
的

な
評

価
手

法
が

無
く
、

適
切

な
国

内
基

準
を

整
備

す
る

必
要

が
あ

る
。

○
浮

体
式

洋
上

風
力

の
案

件
形

成
が

進
展

す
る

中
、

設
置

・
維

持
管

理
に

必
要

な
船

舶
の

需
要

増
加

が
見

込
ま

れ
て

い
る

。
一

方
、

対
応

可
能

な
船

型
や

ド
ッ

ク
等

に
は

制
約

が
あ

り
、

意
思

決
定

時
期

に
よ

っ
て

は
必

要
な

船
舶

の
確

保
に

支
障

が
生

じ
る

可
能

性
が

あ
る

。
こ

の
た

め
、

需
要

推
計

と
照

ら
し

な
が

ら
、

関
係

船
舶

の
確

保
に

影
響

を
与

え
る

制
約

条
件

や
供

給
上

の
課

題
を

把
握

す
る

必
要

が
あ

る
。

○
浮

体
式

洋
上

風
力

発
電

施
設

の
許

認
可

に
必

要
な

安
全

基
準

に
つ

い
て

、
着

床
式

洋
上

風
力

発
電

施
設

の
現

行
規

則
と

の
整

合
性

や
他

国
の

動
向

を
調

査
し

、
ま

た
国

内
特

有
の

海
象

等
を

踏
ま

え
て

、
適

合
性

判
断

に
必

要
な

基
準

を
技

術
的

観
点

か
ら

整
理

し
、

安
全

基
準

・
安

全
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

拡
充

す
る

。

○
関

係
船

舶
の

確
保

に
必

要
と

な
る

機
能

・
制

約
条

件
（
対

応
可

能
な

船
型

、
ド

ッ
ク

、
ク

レ
ー

ン
等

）
を

整
理

す
る

と
と

も
に

、
需

要
推

計
と

の
対

応
関

係
を

分
析

し
、

洋
上

風
力

案
件

の
形

成
・
運

用
に

必
要

な
船

舶
確

保
の

実
現

可
能

性
を

把
握

す
る

。

・
浮

体
式

洋
上

風
力

発
電

施
設

の
設

計
、

審
査

の
効

率
化

・
関

係
船

舶
の

確
保

【
代

表
的

な
船

舶
の

必
要

隻
数

の
推

計
値

】
 

02040608010
0

12
0

2027
2028
2029
2030
2031
2032
2033
2034
2035
2036
2037
2038
2039
2040
2041
2042
2043
2044
2045
2046
2047

必要隻数

年

SE
P

起
重
機
船

C
TV

C
LV

Tu
gb

oa
t

SO
V

重
量
物
運
搬
船

AH
TS

他
国

の
技

術
基

準

着
床

式
洋

上
風

力
発

電
施

設
の

現
行

規
則

技
術

基
準

安
全

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
拡

充

国
際

標
準

の
改

訂
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（
４
）
海
事
人
材
の
確
保
・
育
成

25



①
独
立
行
政
法
人
海
技
教
育
機
構
経
費

令
和

９
年

度
要

求
額

：
７

,５
７

７
百

万
円

（
令

和
８

年
度

予
算

額
：
６

,２
７

０
百

万
円

）

背
景

・
課

題

事
業

内
容

効
果

少
子

高
齢

化
の

進
行

や
他

業
種

と
の

人
材

獲
得

競
争

等
の

影
響

に
よ

り
船

員
の

不
足

感
が

増
し

て
い

る
中

、
船

員
養

成
機

関
に

お
け

る
安

定
的

な
船

員
の

養
成

は
必

要
不

可
欠

。
中

核
的

な
船

員
養

成
機

関
で

あ
る

（
独

）
海

技
教

育
機

構
に

お
い

て
も

、
保

有
す

る
リ

ソ
ー

ス
を

最
大

限
活

用
し

て
船

員
養

成
を

実
施

す
る

必
要

が
あ

る
。

・
大

型
練

習
船

に
つ

い
て

、
訓

練
の

質
と

効
果

を
高

め
る

た
め

の
老

朽
化

対
策

等
を

行
う

。
・
学

校
に

つ
い

て
、

教
育

環
境

の
改

善
、

老
朽

化
が

進
む

校
舎

等
の

安
全

性
の

確
保

等
の

た
め

の
整

備
を

行
う

。
等

海
運

の
担

い
手

と
な

る
船

員
の

安
定

的
な

養
成

学 科 乗 船 実 習

商
船
系
高
等
専
門
学
校
（
５
校
）

◆
３
級
海
技
士
養
成
、
商
船
学
科

■
修
業
期
間
5
年
6
月

国
土

交
通

省
所

管
（
独

）
海

技
教

育
機

構
文

部
科

学
省

所
管

乗
船

実
習

を
委

託

海
技
大
学
校
（
１
校
）

◆
３
級
海
技
士
養
成
（
上
記
学
校
卒
対
象
）

◆
３
級
海
技
士
養
成
（
上
記
学
校
卒
以
外
対
象
）

■
修
業
期
間
２
年

海
上
技
術
学
校
（
２
校
）

◆
４
級
海
技
士
養
成
、
中
卒
対
象

■
修
業
期
間
３
年
６
月

海
上
技
術
短
期
大
学
校
（
５
校
）

◆
４
級
海
技
士
養
成
、
高
卒
対
象

■
修
業
期
間
２
年

日
本
丸

1
2
0
名

1
0
8
名

海
王
丸

大
成
丸

1
2
0
名

1
8
0
名

銀
河
丸

1
8
0
名

青
雲
丸

練
習
船

５
隻

＜
船

員
養

成
実

施
体

制
＞

練
習

船
の

機
能

向
上

学
校

の
機

能
向

上

・
大

型
練

習
船

の
老

朽
化

対
策

、
必

要
な

船
舶

燃
料

費
の

確
保

等

・
校

舎
の

教
育

環
境

の
改

善
、

安
全

性
の

確
保

、
女

性
用

衛
生

設
備

の
改

装
等

商
船
系
大
学
（
2
校
）

◆
３
級
海
技
士
養
成
、
乗
船
実
習
科

■
修
業
期
間
４
年
６
月

座
学

と
乗

船
実

習
の

一
貫

教
育

衛
生

設
備

及
び

付
帯

配
管

の
腐

食
衛

生
設

備
及

び
付

帯
配

管
の

腐
食

教
室

や
寮

に
お

け
る

空
調

設
備

更
新

教
室

や
寮

に
お

け
る

空
調

設
備

更
新

甲
板

上
設

備
の

発
錆

甲
板

上
設

備
の

発
錆 校

舎
等

の
ひ

び
割

れ
や

剥
離

校
舎

等
の

ひ
び

割
れ

や
剥

離

P
教

育
に

お
け

る
情

報
技

術
の

活
用

教
育

に
お

け
る

情
報

技
術

の
活

用

質
の

高
い

航
海

訓
練

に
必

要
な

燃
料

費
確

保
質

の
高

い
航

海
訓

練
に

必
要

な
燃

料
費

確
保
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１

②
船
員
の
確
保
・
育
成
体
制
の
強
化

船
員
不
足
へ
の
対
応

 
内
航
海
運
は
、
国
内
貨
物
輸
送
量
は
４
割
、
産
業
基
礎
物
資
の

輸
送
に
関
し
て
は
８
割
を
担
う
な
ど
、
国
民
生
活
や
経
済
活
動

を
支
え
る
必
要
不
可
欠
な
「
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
」
で
あ
り
、
海
上
輸

送
等
の
担
い
手
で
あ
る
船
員
の
確
保
・
育
成
が
必
要
。

経
済
安
全
保
障
の
確
立

四
面
環
海
、
資
源
の
乏
し
い
日
本
の
発
展
に
は
、
安
定
的
な
国

際
海
上
輸
送
の
確
保
が
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
船
員
の
確
保
・

育
成
が
必
要
。

有
効
求
人
倍
率
の
顕
著
な
高
ま
り

海
運
を
巡
る
最
近
の
諸
課
題
の
解
決
に
は
、
海
運
の
担
い
手
で
あ
る
船
員
を
確
保
・
育
成
す
る
た
め
の
総
合
的
な
対
策
が
必
要
不
可
欠

船
員
計
画
雇
用
促
進
事
業

外
航
基
幹
職
員
養
成
事
業

技
能
訓
練
事
業

離
職
船
員
の
免
許
等
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
解
消
し
、
再

就
職
促
進
を
図
る
た
め
、
海
技
免
許
等
の
取
得
に
係

る
訓
練
費
用
の
一
部
を
補
助
。

船
員
離
職
者
職
業
転
換
等
給
付
金

離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
船
員
に
対
し
、
失
業
等
給

付
の
基
本
手
当
受
給
終
了
後
に
給
付
金
の
給
付
を

行
い
、
再
就
職
の
促
進
等
を
支
援
。

離
職
者
の
再
就
職
支
援

船
員
の
確
保
・
育
成

背
景

・
課

題

事
業

内
容

効
果

海
運

の
担

い
手

で
あ

る
船

員
の

確
保

・
育

成
を

通
じ

た
安

定
的

な
海

上
輸

送
の

確
保

船
員

令
和

９
年

度
要

求
額

：
８

９
百

万
円

（
令

和
８

年
度

予
算

額
：
８

４
百

万
円

）

漁
船
員
へ
の
実
技
講
習
の
受
講
環
境
整
備

外
航
日
本
人
船
員
数
の
減
少

内
航
船
員
就
業
ル
ー
ト
拡
大
支
援
事
業

船
員
の
働
き
方
改
革
に
取
り
組
む
事
業
者
が
、
日
本

船
舶
・
船
員
確
保
計
画
に
従
っ
て
行
う
、
自
発
的
な
新

人
船
員
の
雇
用
・育
成
を
支
援
。

一
般
教
育
課
程
出
身
者
向
け
の
就
業
ル
ー
ト
に
お
け

る
実
習
の
場
（
社
船
）
を
提
供
す
る
協
力
事
業
者
に
対

し
費
用
の
一
部
を
補
助
。

即
戦
力
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
支
援
す
る
た
め
の

訓
練
を
官
労
使
が
連
携
し
て
実
施
。
国
と
し
て
情
報
発

信
及
び
乗
船
前
訓
練
に
か
か
る
費
用
を
補
助
。

漁
船
の
基
地
港
周
辺
地
域
で
、
漁
船
員
が
継
続
的
か

つ
低
廉
に
実
技
講
習
を
受
講
で
き
る
体
制
を
整
え
る

た
め
、
具
体
的
な
方
策
を
整
理
。

1
.1

2
.5
1

5
.3
2

0123456

自
動
車
運
転
者

陸
上
全
体

56
,8

33
 

30
,0

13
 

2,
30

6 
2,

23
7 

2,
20

0 
2,

27
5 

0

10
,0

00

20
,0

00

30
,0

00

40
,0

00

50
,0

00

60
,0

00

19
74

19
85

20
10

20
15

20
20

20
25

（
人

）
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③
造
船
業
に
お
け
る
人
材
の
確
保
・
育
成

背
景

・
課

題

事
業

内
容

効
果

今
後

増
加

が
見

込
ま

れ
る

ゼ
ロ

エ
ミ

ッ
シ

ョ
ン

船
や

自
動

運
航

船
等

の
次

世
代

船
舶

の
建

造
需

要
に

対
応

す
る

た
め

に
は

、
デ

ジ
タ

ル
技

術
等

を
習

得
し

た
高

度
な

人
材

の
確

保
・
育

成
が

必
要

国
内

の
人

口
減

少
に

伴
い

、
造

船
業

で
は

若
年

層
を

中
心

に
人

手
不

足
が

深
刻

化
し

て
お

り
、

人
材

を
確

保
す

る
た

め
に

は
、

魅
力

あ
る

職
場

へ
の

変
革

が
不

可
欠

国
内

人
材

の
確

保
・
育

成
に

向
け

て
取

り
組

ん
で

も
な

お
不

足
す

る
人

材
を

補
う

た
め

、
育

成
就

労
制

度
及

び
特

定
技

能
制

度
に

よ
る

外
国

人
材

の
適

正
な

受
入

れ
も

重
要

R
10

~
R

9
R

8
造

船
技

能
者

の
リ

・
ス

キ
リ

ン
グ

推
進

事
業

技
能

伝
承

を
主

と
し

た
造

船
技

能
職

（
溶

接
、

鉄
工

、
塗

装
、

配
管

艤
装

、
電

気
艤

装
、

船
殻

地
上

組
立

）
に

係
る

リ
・
ス

キ
リ

ン
グ

を
推

進
す

る
た

め
、

こ
れ

ら
に

係
る

リ
・
ス

キ
リ

ン
グ

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

開
発

、
ス

キ
ル

標
準

の
可

視
化

を
実

施
す

る
。

造
船

人
材

育
成

基
盤

構
築

実
証

事
業

工
場

見
学

会
、

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

、
魅

力
発

信
イ

ベ
ン

ト
等

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

提
案

を
は

じ
め

、
様

々
な

協
力

を
行

う
た

め
、

全
国

に
点

在
す

る
造

船
事

業
者

や
造

船
系

教
育

機
関

を
ま

と
め

た
産

官
学

連
携

の
造

船
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
と

連
携

す
る

エ
ン

ジ
ニ

ア
セ

ン
タ

ー
を

設
置

す
る

。

外
国

人
材

の
確

保
・
適

正
な

受
入

れ
世

界
的

な
人

材
獲

得
競

争
が

激
化

す
る

中
、

外
国

人
材

の
新

規
受

入
れ

拡
大

に
向

け
て

、
課

題
の

調
査

や
新

た
な

人
材

市
場

を
開

拓
す

る
と

と
も

に
制

度
の

適
切

な
運

用
に

向
け

た
措

置
を

実
施

す
る

。

造
船

技
能

者
の

リ
・
ス

キ
リ

ン
グ

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

開
発

等

課
題

調
査

、
事

業
者

と
外

国
人

材
と

の
マ

ッ
チ

ン
グ

特
定

技
能

・
育

成
就

労
協

議
会

の
開

催
等

・
造

船
業

を
支

え
る

技
術

者
や

現
場

技
能

者
の

育
成

・
確

保
・
造

船
業

の
持

続
的

な
発

展
と

地
域

経
済

・
雇

用
の

拡
大

造
船

業
の

従
業

員
数

推
移

（
出

典
）
各

年
４

月
１

日
時

点
。

海
事

局
調

べ

（
歳

）

造
船

業
の

年
齢

構
成

推
移

（
出

典
）
日

本
造

船
工

業
会

及
び

日
本

中
小

型
造

船
工

業
会

調
べ

社
外

工
を

除
く
（
調

査
に

つ
い

て
は

、
日

本
造

船
工

業
会

は
4
月

1
日

時
点

、
日

本
中

小
型

造
船

工
業

会
は

6
月

1
日

時
点

）

（
年

）
（
年

）

令
和

９
年

度
要

求
額

：
４

４
１

百
万

円
（
令

和
８

年
度

予
算

額
：

１
５

百
万

円
）

造
船

人
材

育
成

基
盤

の
構

築
・
実

証

15
,3

40
 1

4,
75

1 
14
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36

 1
4,

19
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14
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２
．
総
合
的
な
海
上
安
全
対
策
等
の
推
進

29



①
旅
客
船
事
業
者
等
に
対
す
る
検
査
・
監
査
等
の
適
正
な
執
行

令
和

９
年

度
要

求
額

：
５

４
６

百
万

円
（
令

和
８

年
度

予
算

額
：
４

９
８

百
万

円
）

背
景

・
課

題

事
業

内
容

効
果

安
全

・
安

心
な

海
上

交
通

を
実

現
す

る
た

め
、

船
舶

検
査

、
運

航
労

務
監

査
、

運
輸

安
全

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

、
Ｐ

Ｓ
Ｃ

、
海

技
資

格
制

度
等

の
ハ

ー
ド

・
ソ

フ
ト

両
面

で
の

効
率

的
・
効

果
的

な
業

務
執

行
を

通
じ

て
、

船
舶

の
安

全
対

策
を

強
化

す
る

。
特

に
、

知
床

遊
覧

船
事

故
を

踏
ま

え
た

安
全

対
策

（
日

本
小

型
船

舶
検

査
機

構
へ

の
監

督
、

船
舶

運
航

事
業

者
へ

の
運

航
労

務
監

査
等

）
を

継
続

す
る

必
要

が
あ

る
。

海
上

輸
送

・
船

舶
の

安
全

性
確

保
・

安
全

・
安

心
な

海
上

交
通

の
実

現

○
船

舶
検

査
・
測

度
実

施
体

制
の

整
備

○
日

本
小

型
船

舶
検

査
機

構
へ

の
監

督
の

実
施

○
認

定
製

造
事

業
場

等
へ

の
監

督
の

強
化

○
放

射
性

物
質

等
の

海
上

輸
送

の
安

全
性

向
上

○
登

録
船

級
協

会
等

の
監

査
の

実
施

Ｐ
Ｓ

Ｃ
（
ポ

ー
ト

ス
テ

ー
ト

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

）
海

技
資

格
制

度

船
舶

検
査

等
運

航
労

務
監

査
・
運

輸
安

全
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト

○
Ｐ

Ｓ
Ｃ

実
施

体
制

の
整

備

○
外

国
船

舶
監

督
官

の
効

率
的

・
効

果
的

な
業

務
執

行
の

た
め

の
研

修
の

実
施

○
海

技
士

等
国

家
試

験
の

実
施

○
海

技
免

状
等

の
発

行
、

管
理

等
の

免
許

関
係

事
務

実
施

体
制

の
整

備

○
運

航
労

務
監

査
実

施
体

制
の

整
備

‒
監

査
件

数
の

増
加

、
抜

き
打

ち
等

に
よ

る
監

視
の

強
化

‒
運

航
労

務
監

理
官

の
効

率
的

・
効

果
的

な
業

務
執

行
の

た
め

の
研

修
の

実
施

等

○
海

事
分

野
に

お
け

る
運

輸
安

全
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
評

価
の

実
施

30



②
マ
ラ
ッ
カ
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
海
峡
等
航
行
安
全
対
策

令
和

９
年

度
要

求
額

：
２

０
百

万
円

（
令

和
８

年
度

予
算

額
：
１

２
百

万
円

）

背
景

・
課

題

事
業

内
容

効
果

マ
ラ

ッ
カ

・
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
海

峡
に

お
け

る
航

行
の

安
全

の
確

保

マ
ラ

ッ
カ

・
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
海

峡
は

、
年

間
約

8
万

隻
の

船
舶

が
航

行
す

る
な

ど
特

に
航

行
隻

数
が

多
く
、

我
が

国
と

し
て

も
輸

入
原

油
の

約
9
割

が
通

過
す

る
な

ど
、

極
め

て
重

要
な

航
路

で
あ

り
、

同
海

峡
の

航
行

安
全

の
確

保
は

国
益

に
直

結
。

他
方

、
同

海
峡

は
、

狭
隘

な
地

形
で

浅
瀬

も
点

在
し

て
お

り
可

航
幅

が
狭

く
、

航
行

援
助

施
設

の
適

切
な

整
備

・
維

持
管

理
に

よ
り

航
行

の
安

全
を

確
保

す
る

こ
と

が
不

可
欠

。
我

が
国

は
、

官
民

協
力

の
下

、
同

海
峡

の
航

行
安

全
に

継
続

的
に

協
力

。

各
チ

ョ
ー

ク
ポ

イ
ン

ト
の

航
行

隻
数

我
が

国
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

輸
入

先
（2

02
4年

）

（
出

典
）
財

務
省

貿
易

統
計

日
本

は
、

長
年

マ
ラ

ッ
カ

・
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
海

峡
の

支
援

を
通

じ
て

沿
岸

国
と

信
頼

関
係

を
構

築
し

て
き

た
と

こ
ろ

で
あ

る
が

、
引

き
続

き
中

心

的
役

割
を

担
い

、
マ

ラ
ッ

カ
・
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
海

峡
の

航
行

安
全

対
策

を
推

進
し

、
同

海
峡

で
の

プ
レ

ゼ
ン

ス
を

高
め

て
い

く
た

め
、

日
本

に
お

い

て
も

航
行

援
助

施
設

基
金

（
A

N
F
）
へ

拠
出

金
を

拠
出

す
る

こ
と

と
す

る
。
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３
．
そ
の
他
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①
国
立
研
究
開
発
法
人
海
上
技
術
安
全
研
究
所
経
費

事
業

内
容

国
立

研
究

開
発

法
人

海
上

・
港

湾
・
航

空
技

術
研

究
所

の
海

事
分

野
の

研
究

機
関

で
あ

る
海

上
技

術
安

全
研

究
所

に
お

い
て

、
海

上
輸

送
の

安
全

確
保

、
環

境
負

荷
低

減
、

海
洋

開
発

の
推

進
及

び
海

上
輸

送
を

支
え

る
基

盤
的

技
術

開
発

等
に

取
り

組
む

。
ま

た
、

災
害

対
策

活
動

の
拠

点
で

あ
る

一
方

で
老

朽
化

が
進

ん
で

い
る

建
物

の
耐

震
化

を
行

う
と

と
も

に
、

2
0
5
0
年

カ
ー

ボ
ン

ニ
ュ

ー
ト

ラ
ル

の
実

現
に

向
け

て
必

要
な

設
備

の
高

度
化

を
行

う
。

○
海
上
技
術
安
全
研
究
所
施
設
の
耐
震
改
修

水
素
・
ア
ン
モ
ニ

ア
等
の
ゼ
ロ
エ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
燃
料

の
活
用
に
よ
る
G
X

推
進
等
の
研
究
開

発
を
行
う
海
上
技

術
安
全
研
究
所
施

設
の
整
備

＜
海
上
技
術
安
全
研
究
所
施
設
＞

○
海
洋
環
境
保
全
に
係
る
実
験
施
設
の
高
度
化

＜
現
行
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
＞

重
油
の
代
替
燃
料

と
し
て
、
水
素
・

ア
ン
モ
ニ
ア
等
の

ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
燃
料
を
扱
う
た

め
の
実
験
設
備
を

整
備

令
和

９
年

度
要

求
額

：
３

,４
５

８
百

万
円

（
令

和
８

年
度

予
算

額
：
２

,７
６

３
百

万
円

）
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②
海
事
行
政
Ｄ
Ｘ
の
推
進

令
和

９
年

度
要

求
額

：
１

,０
５

４
百

万
円

（
令

和
８

年
度

予
算

額
：

２
０

０
百

万
円

）

概
要

現
状
・課
題

ア
ナ
ロ
グ
な

行
政
手
続

情
報
の

個
別
管
理

海
事
産
業
の
安
全
性
向
上
と
業
務
効
率
化

に
よ
る
生
産
性
・利
便
性
向
上
が
課
題

今
後
の
方
向
性

海
事
行
政
Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
、
事
業
者
・船
員
が

安
全
な
運
航
に
集
中
で
き
る
環
境
を
整
備

情
報
の
一
体
管
理

行
政
手
続
の
デ
ジ
タ
ル
化

遊
漁
船

情
報

事
業
者

情
報

船
舶

情
報

監
査

情
報

海
事
行
政
の
現
状

船
員

情
報

申
請
者
（事
業
者
等
）

情
報
連
携
基
盤
シ
ス
テ
ム

遊
漁
船

情
報

事
業
者

情
報

船
舶

情
報

監
査

情
報

海
事
行
政
の
Ｄ
Ｘ

船
員

情
報

申
請
者
（
事
業
者
等
）

免
許

情
報

免
許

情
報

海
事
行
政
Ｄ
Ｘ
の
目
指
す
姿

デ
ー
タ
連
携

情
報
提
供
の
充
実

D
B
整
備
済 紙
申
請
（運
輸
局
等
へ
の
出
頭
）D
B
未
整
備

e
-G
o
v
等
（
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
）

順
次
Ｄ
Ｂ
整
備

「
政

府
情

報
シ

ス
テ

ム
の

管
理

等
に

関
す

る
考

え
方

」
（
令

和
３

年
９

月
１

日
デ

ジ
タ

ル
大

臣
決

定
）
に

則
り

、
整

備
に

要
す

る
費

用
と

利
用

者
側

・
行

政
側

へ
の

効
果

を
勘

案
し

て
、

デ
ジ

タ
ル

庁
と

協
議

の
上

、
Ｄ

Ｂ
の

整
備

と
デ

ー
タ

連
携

等
を

進
め

る
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③
海
洋
教
育
推
進
事
業

事
業

内
容

④
海
洋
・
海
事
へ
の
関
心
と
理
解
促
進
に
向
け
た
取
組

事
業

内
容

令
和

９
年

度
要

求
額

：
６

百
万

円
（
令

和
８

年
度

予
算

額
：
５

百
万

円
）

令
和

９
年

度
要

求
額

：
６

百
万

円
（
令

和
８

年
度

予
算

額
：
４

百
万

円
）

国
民

、
特

に
若

年
層

に
海

洋
や

海
事

産
業

へ
の

関
心

や
親

近
感

を
持

っ
て

も
ら

う
た

め
、

児
童

・
生

徒
・
教

員
・
保

護
者

に
対

し
て

、
出

前
講

座
や

体
験

型
学

習
等

の
場

を
提

供
す

る
こ

と
で

、
普

段
接

す
る

機
会

の
少

な
い

海
や

船
、

海
事

産
業

や
船

員
の

職
業

に
つ

い
て

触
れ

る
機

会
や

学
ぶ

機
会

を
創

出
す

る
。

業
界

見
学

会
体

験
乗

船
会

出
前

講
座

海
の

理
科

教
室

C
to

S
e
aプ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
（
※

）
で

は
、

海
事

産
業

の
人

材
確

保
に

寄
与

す
る

こ
と

を
目

指
し

、
特

に
若

年
層

に
向

け
て

海
や

船
へ

の
関

心
を

喚
起

す
る

た
め

、
海

の
日

関
連

行
事

を
開

催
す

る
と

と
も

に
、

ポ
ー

タ
ル

サ
イ

ト
や

S
N

S
（
Y
o
u
T
u
b
e
、

In
st

ag
ra

m
、

X
）
を

活
用

し
た

オ
ン

ラ
イ

ン
で

の
効

果
的

な
情

報
発

信
を

実
施

す
る

。
※

 国
土

交
通

省
と

海
事

関
係

団
体

が
連

携
し

て
推

進
す

る
、

海
や

船
に

触
れ

る
機

会
の

創
出

や
海

事
・
海

洋
に

関
す

る
情

報
発

信
を

行
う

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

海
の

日
関

連
行

事
海

と
船

の
情

報
ポ

ー
タ

ル
サ

イ
ト

「
海

コ
コ

」
Y
o
u
T
u
b
e
動

画
、

In
st

ag
ra

m
等

の
S
N

S

海
コ
コ
ち
ゃ
ん
ね
る
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４
．
関
連
事
項
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①
離
島
航
路
の
確
保
維
持
に
よ
る
地
域
の
活
性
化

（
地
域
公
共
交
通
確
保
維
持
改
善
事
業
・
交
通
Ｄ
Ｘ
・
Ｇ
Ｘ
に
よ
る
経
営
改
善
支
援
等
）

【
関

連
施

策
（
総

合
政

策
局

）
】

令
和

９
年

度
要

求
額

：
７

６
５

億
円

の
内

数
（
令

和
８

年
度

予
算

額
：
２

０
６

億
円

の
内

数
）

事
業

内
容

・
離

島
航

路
は

、
離

島
に

暮
ら

す
住

民
に

と
っ

て
、

日
常

生
活

に
お

け
る

移
動

や
生

活
必

需
品

等
の

輸
送

の
た

め
に

不
可

欠
の

交
通

手
段

で
あ

り
、

唯
一

か
つ

赤
字

の
航

路
の

確
保

・
維

持
を

図
る

。

省
エ

ネ
エ

ン
ジ

ン
の

導
入

・
地

域
交

通
の

再
構

築
等

を
図

る
た

め
、

経
営

効
率

化
・
経

営
力

強
化

を
図

る
取

組
等

に
対

す
る

支
援

（
D

X
・
G

X
に

要
す

る
経

費
等

）
を

実
施

す
る

。

キ
ャ

ッ
シ

ュ
レ

ス
決

済
等

の
対

応

・
有

人
国

境
離

島
法

の
改

正
や

、
経

済
財

政
運

営
と

改
革

の
基

本
方

針
2
0
2
6
を

踏
ま

え
、

特
定

有
人

国
境

離
島

地
域

等
の

地
域

社
会

の
維

持
・
発

展
に

不
可

欠
な

イ
ン

フ
ラ

で
あ

る
離

島
航

路
に

係
る

船
舶

の
建

造
を

新
た

に
支

援
。

拡
充

【
参
考
】
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
２
０
２
６
（
抜
粋
）

領
海
等
の
保
全
の
活
動
拠
点
と
し
て
の
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
有
人
国
境
離
島
地
域
に
つ
い
て
、
改
正
法
を
踏
ま
え
、
滞
在

型
観
光
の
促
進
や
先
端
技
術
の
実
証
・
実
装
な
ど
、
そ
の
保
全
及

び
地
域
社
会
維
持
の
た
め
の
施
策
を
更
に
充
実
し
、
推
進
す
る
。
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事
業

内
容

③
船
舶
共
有
建
造
制
度
に
よ
る
代
替
建
造
の
促
進

【
財

政
投

融
資

計
画

】
令

和
９

年
度

要
求

額
：
２

６
０

億
円

（
令

和
８

年
度

予
算

額
：
２

３
９

億
円

）

（
独

）
鉄

道
建

設
・
運

輸
施

設
整

備
支

援
機

構
に

よ
る

長
期

の
資

金
供

給
及

び
技

術
支

援
を

通
じ

て
、

国
内

海
運

の
政

策
課

題
（
環

境
負

荷
低

減
、

物
流

の
効

率

化
、

離
島

航
路

の
維

持
等

）
に

対
応

し
た

貨
物

船
及

び

旅
客

船
の

建
造

を
支

援
す

る
。

事
業

内
容

②
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
等
の
強
力
な
促
進
（
物
流
効
率
化
集
中
促
進
事
業
）

【
関

連
施

策
（
物

流
・
自

動
車

局
）

】
令

和
９

年
度

要
求

額
：
３

０
億

円
の

内
数

海
運

シ
ャ

ー
シ

地
方

公
共

団
体

や
地

域
の

産
業

団
体

、
複

数
の

荷
主

、
物

流
事

業
者

等
が

連
携

し
、

共
同

輸
配

送
・
新

モ
ー

ダ
ル

シ
フ

ト
の

促
進

に
向

け
た

先
進

的
な

取
組

を
行

う
際

の
、

検
討

経
費

、
資

機
材

の
購

入
経

費
、

運
行

経
費

等
を

支
援

。
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（
参
考
）
令
和
９
年
度
海
事
局
税
制
改
正
要
望
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（
ホ

ル
ム

ズ
海

峡
に

滞
留

し
て

い
た

原
油

タ
ン

カ
ー

（
イ

メ
ー

ジ
）
）

外
航
海
運
税
制
の
見
直
し
に
係
る
所
要
の
措
置

要
望

の
概

要

○
外

航
海

運
税

制
に

つ
い

て
、

経
済

安
全

保
障

の
確

立
と

い
っ

た
観

点
か

ら
、

必
要

な
検

討
を

行
い

、
所

要
の

措
置

を
講

じ
る

。

施
策

の
背

景

○
四

面
を

海
に

囲
ま

れ
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
や

食
料

等
の

自
給

率
が

低
い

我
が

国
に

と
っ

て
、

貿
易

量

の
9
9
.5

％
を

担
う

国
際

海
上

輸
送

は
国

民
生

活
・
経

済
活

動
に

不
可

欠
な

イ
ン

フ
ラ

で
あ

り
、

今
般

の
ホ

ル
ム

ズ
海

峡
を

巡
る

事
案

を
受

け
て

、
経

済
安

全
保

障
の

観
点

か
ら

そ
の

重
要

性
を

改
め

て

認
識

。

（
主

な
海

上
ル

ー
ト

と
チ

ョ
ー

ク
ポ

イ
ン

ト
）

○
日

本
船

舶
は

、
我

が
国

の
管

轄
権

の
対

象
で

あ
り

、
経

済
安

全
保

障
の

観
点

か
ら

確
保

を
進

め

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
が

、
日

本
商

船
隊

が
世

界
単

一
の

海
運

市
場

を
勝

ち
抜

く
た

め
に

は
、

こ
う

し

た
経

済
安

全
保

障
上

の
要

請
と

企
業

活
動

に
お

け
る

国
際

競
争

力
の

強
化

を
両

立
さ

せ
る

こ
と

が

重
要

。

中
東

情
勢

の
緊

迫
化

等
を

踏
ま

え
、

日
本

船
舶

の
確

保
に

よ
る

安
定

的
な

国
際

海
上

輸
送

を
通

じ
た

経
済

安
全

保
障

の
確

立
と

日
本

商
船

隊
の

国
際

競
争

力
強

化
等

を
目

指
す

。

（
出

典
）
S
H

IP
P

IN
G

 N
O

W
 2

0
2
5
-
2
0
2
6
）

○
こ

れ
ら

の
課

題
に

対
応

す
る

た
め

、
外

航
海

運
税

制
に

つ
い

て
必

要
な

検
討

を
行

い
、

海
事

産

業
群

や
港

湾
ロ

ジ
ス

テ
ィ

ク
ス

の
基

盤
強

化
策

と
と

も
に

、
所

要
の

措
置

を
講

じ
る

必
要

が
あ

る
。
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内
航
貨
物
船
に
係
る
中
小
企
業
投
資
促
進
税
制
の
延
長

（所
得
税
・法
人
税
・法
人
住
民
税
・事
業
税
）

○
内

航
海

運
事

業
者

等
は

、
国

内
貨

物
輸

送
の

大
半

を
担

う
な

ど
、

我
が

国
の

国
民

生
活

及
び

産
業

活
動

に
お

い
て

重
要

な
役

割
を

果
た

し
て

い
る

。

○
一

方
で

、
そ

の
大

半
を

投
資

余
力

の
小

さ
い

中
小

企
業

者
が

占
め

て
お

り
、

そ
の

経
営

基
盤

の
強

化
や

生
産

性
の

向
上

を
図

る
た

め
、

設
備

投
資

の
促

進
を

図
る

こ
と

が
重

要
。

投
資

余
力

の
小

さ
い

内
航

海
運

事
業

者
等

の
設

備
投

資
を

促
進

す
る

こ
と

で
、

国
民

生
活

及
び

産
業

活
動

を
支

え
る

サ
ー

ビ
ス

の
安

定
的

な
供

給
の

確
保

や
生

産
性

向
上

に
寄

与
す

る
と

と
も

に
、

幅
広

い
関

連
業

界
へ

の
経

済
波

及
効

果
を

通
じ

て
日

本
経

済
の

活
性

化
を

目
指

す
。

施
策

の
背

景

要
望

の
概

要

現
行

の
特

例
措

置

要
望

内
容

○
【
所

得
税

・
法

人
税

等
】

中
小

企
業

者
が

内
航

貨
物

船
を

取
得

し
た

場
合

に
、

取
得

価
額

の
22

.5
％

の
特

別
償

却
又

は
5
.2

5
％

の
税

額
控

除
の

選
択

を
可

能
と

す
る

。

○
現

行
の

特
例

措
置

を
２

年
間

（
令

和
９

年
４

月
１

日
～

令
和

1
1
年

３
月

3
1
日

）
延

長
す

る
。

内
航
海
運
事
業

（
船
舶
の
貸
渡
を
す
る
事
業
）

2
,5
2
2
事
業
者

事
業
者
数

6
.6
万
人

従
業
員
数

9
9
.7
％

中
小
企
業
の
割
合

1
.4
8
％

営
業
利
益
率
（平
均
）

（
営
業
利
益
／
売
上
高
）

参
考
：
全
産
業
平
均
は
5
.1
％

※
内
航
海
運
事
業
は
令
和
７
年
度
又
は
令
和
７
暦
年
の
数
値

（
営
業
利
益
率
は
中
小
企
業
の
令
和
6
年
度
の
数
値
）

※
出
典
：
国
土
交
通
省
調
べ
に
よ
る

【
国
内
貨
物
輸
送
量
】

（
ト
ン
キ
ロ
ベ
ー
ス
）

※
令
和
６
年
度
の
数
値

ト
ラ

ッ
ク

5
4
.3

%

内
航

海
運

4
0
.7

%鉄
道

4
.8

%

航
空

0
.2

%
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軽
油
引
取
税
の
課
税
免
除
の
特
例
措
置
の
延
長
（
船
舶
）

（
軽
油
引
取
税
）

船
舶

の
運

航
に

係
る

コ
ス

ト
を

低
減

す
る

こ
と

に
よ

り
、

安
定

し
た

旅
客

輸
送

・
貨

物
運

送
の

た
め

の
環

境
や

、
適

切
な

監
督

等
の

実
施

や
安

定
的

な
船

員
の

確
保

・
育

成
の

た
め

の
環

境
を

整
備

す
る

こ
と

で
、

海
上

交
通

の
維

持
・
確

保
を

目
指

す
。

施
策

の
背

景

安
定

的
な

国
内

海
上

輸
送

の
確

保
（
内

航
船

舶
）

船
舶

交
通

の
安

全
確

保
、

船
員

の
確

保
・
育

成
（
官

用
船

、
訓

練
船

）

○
船

舶
交

通
の

安
全

確
保

や
効

率
的

・
安

定
的

な
海

上
輸

送
の

確
保

の
た

め
、

外
国

船
舶

の
適

切
な

監
督

や
内

航
船

の
監

査
、

船
員

の
確

保
・
育

成
が

必
要

。

⇒
地

方
運

輸
局

等
が

所
有

す
る

船
舶

や
（

独
）
海

技
教

育
機

構
が

所
有

す
る

船
員

訓
練

の
た

め
に

必
要

な
船

舶
が

、
安

定
的

に
軽

油
を

利
用

で
き

る
環

境
の

整
備

が
不

可
欠

。

安
定

的
な

国
際

海
上

輸
送

の
確

保
（
外

航
日

本
船

舶
）

○
安

全
か

つ
安

定
的

な
国

際
海

上
輸

送
の

確
保

の
観

点
か

ら
、

外
航

日
本

船
舶

の
国

際
競

争
力

確
保

が
必

要
。

⇒
外

国
船

舶
と

の
運

航
コ

ス
ト

差
の

拡
大

防
止

の
た

め
、

外
航

日
本

船
舶

の
運

航
コ

ス
ト

の
低

減
が

不
可

欠
。

○
公

共
交

通
機

関
と

し
て

住
民

生
活

・
地

域
経

済
を

支
え

る
旅

客
航

路
、

基
幹

的
輸

送
イ

ン
フ

ラ
と

し
て

国
内

産
業

・
国

民
生

活
を

支
え

る
貨

物
航

路
の

維
持

・
確

保
が

必
要

。

⇒
経

営
状

況
の

更
な

る
悪

化
に

よ
る

航
路

の
撤

退
を

防
止

す
る

た
め

、
燃

料
費

の
負

担
低

減
が

不
可

欠
。

赤
字

傾
向

が
さ

ら
に

悪
化

し
、

航
路

維
持

が
困

難
に

９
４

％
９

２
％

＜
平

均
収

支
率

＞

※
軽

油
使

用
事

業
者

＜
営

業
費

用
＞

収
支

率
が

２
ポ

イ
ン

ト
悪

化
し

、
か

つ
燃

料
費

の
割

合
が

約
２

％
上

昇

軽
油

引
取

税
の

課
税

免
除

が
認

め
ら

れ
な

い
場

合
…

燃
料

費
23

%

燃
料

費
25

%

軽
油

を
使

用
す

る
内

航
旅

客
船

の
例

要
望

の
概

要

現
行

の
特

例
措

置
○

【
軽

油
引

取
税

】
船

舶
運

航
事

業
等

の
用

に
供

す
る

船
舶

の
動

力
源

に
供

す
る

軽
油

に
つ

い
て

、
課

税
を

免
除

す
る

。
（
１

リ
ッ

ト
ル

当
た

り
1
5
円

）
要

望
内

容
○

現
行

の
特

例
措

置
を

３
年

間
（
令

和
９

年
４

月
１

日
～

令
和

1
2
年

３
月

3
1
日

）
延

長
す

る
。

（
例

）
内

航
船

舶
（
旅

客
）
の

経
営

状
況

＜
令

和
６

年
度

＞
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海に行く、
船に乗る、
海を知る。
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